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図－1 に示すように RC 棒部材が断面の図心に軸圧縮力 N’，図心周りに曲げモーメント M を受けて

いる．その RC 断面は図－2 に示すような一辺 500mm の正方形断面である．その寸法等は図に示すと

おりである．このとき，終局耐力（Mu，Nu’）の相関曲線の概形は図－3 に示される．ただし，図－3

中の A，B，C 点はそれぞれ図中に与えられた説明のとおりである．A，B，C の各点に対して，それ

ぞれ終局軸圧縮力 Nu’(kN)と，終局曲げモーメント Mu (kN-m) を求めよ． 

ただし，コンクリートの圧縮強度は fc’= 30N/mm
2，鉄筋の降伏強度は引張，圧縮とも fy=400N/mm

2，

鉄筋のヤング係数は Es=200kN/mm
2，コンクリートの圧縮破壊ひずみは cu’=0.0035 とする．断面に配

置されている上下の鉄筋の断面積（As’，As）はいずれも 2500mm
2 である．コンクリートの曲げ圧縮

合力の計算には等価応力ブロック（0.85fc’×0.8x）を用いてよい．ただし，x は破壊時の断面圧縮縁か

ら中立軸までの距離である．コンクリートの引張抵抗は無視し，鉄筋は完全弾塑性体とする． 

 

図－1 断面図心に軸圧縮力と図心周りの曲げモーメントを受ける RC 棒部材 

 

図－2 曲げと軸圧縮力を受ける RC 正方形断面 
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A：断面破壊時に，引張側鉄筋のひずみが，0.0015（引張） 

  となる場合． 

B：引張側鉄筋の降伏と断面破壊が同時である場合． 

C：断面に，曲げモーメントのみが作用して，破壊する場合． 

 

図－3 終局耐力の相関曲線 


